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 理科学習において学習者の「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング（AL））」

が重視される中１），教員には校種を問わず，学習者主体の ALを促す指導技術の獲得が強く求め

られている。「ALを促す指導技術」とは，学習者が「そういうことなのか」と自分の言葉で自然

現象の仕組みを理解・納得し，さらに説明できるように，教員が発問や環境整備を行って学習

者を支援することである。具体的にどのようなタイミングでどのように発話することが学習者

の思考を促すことになるのかは，学習内容や学習者の実態によって異なる。教員には実践場面

において，その場に応じて学習を促すように的確な判断が求められる。短期間の教育実習だけ

では，そのような高度な力量形成は十分に行えな

いと考えられる。本研究ではアバターロールプレ

イを用いた活動が，理科教員志望の学生に「AL を

促す指導技術」の獲得についてどのような意識変

化をもたらしたのか，また，長期的にどのような

インパクトを及ぼしたのかを探った。 

 本研究では，作用反作用の法則について，アバターロールプレイ（米国 Mursion 社製）を用

いた授業シナリオを開発し，10分のセッションを，理科教員志望学生 6名を対象に実施した。

パフォーマンスは 1）戦略スキル，2）AL 型指導技術，3）概念到達度の 3 観点から評価した。

セッション直後，及び 9 か月後のインタビュー調査を通して，この活動が学習者の誤概念，及

び自身の指導における弱点を知ることに効果があること，また指導教員からのフィードバック

が重要であることが示唆された。さらに複数回のセッションを実施することにより，この活動

は効果的な練習になるかという問いについて議論する。アバターロールプレイを用いた活動は

「現在の能力をわずかに上回る課題に挑戦する」という「限界的練習２）」に相当すると考えら

れ，本研究は教員養成課程において新たな方向を示唆するものである。 
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